
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

ワンストップ支援セ
ンターの開設

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

関係団体と連携し、センターを県民に広く周知するとともに、安心して相談できる体制づくりのため、支援員の資質向上研修等を実施す
る。

目標に対
する成果
の状況

平成28年7月に性暴力被害者支援センター「りんどうハートながの」を開設した。

 概算事業費（B（A）+C） 0 16,129 21,060

3,957 3,957

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

概　算
人件費

0.50 0.50

0

12,172

-1,861

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

Aの
財源

13,721 17,103

0 20 49

4,198

13,701 12,856

１　犯罪のない安全な社会づくり 実施期間 H28 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

関係機関と協働して、ワンストップ支援センターを運営する。

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail jinken-danjo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
４－２　県民生活の安全確保

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 今後実施予定

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 04 04 06 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 性被害者のためのワンストップ支援センター事業費 担
当
課

部局 県民文化部

課・局・室 人権・男女共同参画課

　性被害者に対し、被害直後から総合的な支援をワンストップで提供することにより、被害者の心身の負担を軽減し、その健康の回復を図
るとともに、被害の潜在化を防止する。

○本県における刑法犯(強姦罪、強制わいせつ罪)による性被害は、年間約100件認知されている。
○性被害は潜在化しやすく、認知されている事案以外にも多くの被害者が存在していると考えられる。
○本県には、性被害者に対してワンストップで支援を提供する機関は設置されていない

15,582 17,103

合計（A) 0
―

29年度

当初予算

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

８．ワンストップ支援センター運営事業
直接
委託

性暴力被害者支援センター開設(H28）

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

―

合計 15,582 12,172 17,103

・性暴力被害者支援センター開設(H28.７)
・チーフコーディネーター、電話相談員、現地支援員等を配
置し、被害者からの相談への対応、医療機関等への付添、関
係機関へのつなぎ等の支援を実施

15,582 12,172 17,103

補正予算

成果目標の達成状況

項目 H26末

― センター開設
Ｈ28.7
開設

達成

施策展開


